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					カーリースを検討中の方必見！失敗しないために押さえておきたいポイントなどを徹底解説
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					ここでは、カーリースで失敗しないためのお役立ち情報をご紹介していますが、そもそもカーリースとはどのようなものを意味するのがご存じでしょうか。車をリース契約で借りるといったことを知っている人は多いけれども、リース料金には利用期間中の税金や諸費用が含まれている、頭金0円で車を借りることができるなどいろいろなメリットがあります。ただ、カーリースはいろいろな会社がサービスを用意しているので、失敗しないためにも比較が重要です。
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					そもそもカーリースとは？基本的な仕組みを分かりやすく解説

					カーリースとは、リース会社が購入した車を月額料金を支払うことでマイカーのように利用できるサービスを指します。月額定額制でサービスを利用するサブスクリプションと同じような仕組みなので、車のサブスクと呼ばれることもあります。
カーリースは、所有する権利ではなく使用する権利を得るサービスで、所有権はリース会社にありますが、利用者は契約期間中は自分だけの車としてマイカー同様に自由に使用できます。また、一般的に税金や車検費用などの維持費は月額料金に反映されているため、月々の支払いは常に一定なのが特徴です。税金の支払いなどもリース会社が行うため、購入して保有するよりも維持の手間もかかりません。
従来、カーリースと言えば法人向けのサービスでしたが、近年では様々なリース会社が個人向けのサービスを展開しています。車種や契約期間によっては月額1万円台で新車に乗ることができるため、手軽に車を導入する方法として一般化しつつあります。

					

					カーリースはレンタカーやカーシェアリングと何が違う？

					カーリースは、リース会社が購入した車を月額料金を支払うことで利用できるようになるサービスを指します。車を借りるという点ではレンタカーやカーシェアリングと同じですが、利用期間に大きな違いがあります。
カーリースは基本的に年単位での契約となり、契約期間中は月額料金を支払うことでマイカー同様にいつでも好きな時に乗ることが可能です。これに対し、レンタカーやカーシェアリングは車が必要な時に、その都度借りる必要があります。レンタカーの場合は数時間から数日程度、カーシェアリングは30分から数時間ほどの短期間での利用が基本で、利用するたびに料金が発生します。
また、カーリースでは利用者が好きな車種を選ぶことができますが、レンタカーやカーシェアリングでは選べる車種が限られており、予約時点で空いていなければ借りられないこともあります。加えて、レンタカーやカーシェアリングでは、ナンバープレートが「わナンバー」もしくは「れナンバー」になります。しかし、カーリースでは一般的な自家用車と同じナンバーの車が借りられるので、周囲から借りた車であることを知られることはありません。

					

					カーリースを利用するメリットとは？

					カーリースは月額料金を支払うことで自動車を借りることができるサービスで、様々なメリットがあることから利用するユーザーが増えています。購入するよりも遥かに低価格で話題の新車に乗ることができるのはもちろんのこと、面倒な手続きは全て業者の側で行ってもらえるのも便利です。税金は自動車を保有している業者に支払い義務があり、ユーザーは一切支払う必要はありません。車検も業者に義務があり、もしも契約期間中に期限を迎えた場合には業者で車検を行ってくれます。そんなカーリースの人気の秘密は、好きな車種を何度でも交換できるところです。現在借りている自動車に飽きてしまったり、ニューモデルに乗ってみたいと思った時には現在のリース契約を解約して次の車種に対して新規に契約を結ぶだけです。使わなくなった自動車を処分したり譲渡する手間もなく、業者の側で回収して次に借りる車種の納品を受ければ完了です。このようにカーリースを利用して、次々と好きな車種に気軽に乗り換えられるのも楽しみです。

					

					事前に知っておきたいカーリースのデメリットとは？

					定額で利用できる経済面にメリットがあるカーリースですが、一方のデメリットにはどのようなものがあるのでしょうか。初期費用を支払う必要なく新車に乗れたり、乗り換えられる自由度もあることから、一見するとデメリットはなさそうに思われます。ただ総額では最終的に一括で購入する場合と比べて、カーリースは割高になるケースが多いです。期間を決めて契約を結ぶので、途中で解約すると中途解約による違約金が発生します。車の価格や残価にもよりますが、カーリースの違約金は数十万から100万円以上になることもあるので高額です。利用には審査がありますから、審査をクリアできなければそもそもカーリースの利用は不可能です。審査は問題なくても利用には制限があって、走行距離が超過すると超過分の費用が追加でかかります。原則としてカスタマイズは認められにくく、原状回復ができないカスタマイズをすると契約に反することになるので、こういった制限が利用のネックになるのではないでしょうか。

                    
                    

					新車カーリースのメリット・デメリット

					手元に車を購入する貯金や資金がなくても月々定額で様々な新車に乗ることができるカーリース。レンタカーよりもお得に乗ることができることから、長期間車が必要な方でも少ない負担で利用できることから注目されています。そんな新車をカーリースする際にはメリット、デメリットはどのようなものがあるのか気になるところです。メリットは、まとまった資金がなくても車が持てることに加え、豊富なメーカーの車から好きな車種を選ぶことができる点です。また近年は申し込みから審査までネット上で完結できるサービスも多く、自宅から簡単に契約して手軽にカーライフ生活ができることもメリットです。
デメリットは、乗り放題というわけではなく月間や年間で走行距離の制限が設けられている場合が多いところになります。大体1ヶ月平均1,000?2,000キロメートルが走行制限となっており、オーバーした分は別途支払うケースがほとんどです。2つ目はカーリースで契約した車の所有者はあくまでもカーリース会社なので、自分の好みの改造を施したり、カスタマイズすることはできません。ただし、ライトやウィンカーなど安全走行に必要なパーツなどの入れ替えは可能です。

					

					中古車カーリースのメリット・デメリット

					一般的にカーリースと言えば、リース会社が購入した新車を借りるサービスを指しますが、リース会社によっては自社が保有する中古車を貸し出しているところもあります。カーリースの月額料金は、車両の本体価格に自動車税や自賠責保険料などを加えた金額を契約期間で割ることで算出されますが、中古車は新車と比べて本体価格が安いため月額料金を抑えられるのが魅力です。
納車までの期間が短いのもメリットのひとつです。新車のカーリースでは利用者が現れてから車両を購入するため、納車までに1～2ヶ月ほどかかります。これに対し、中古であればリース会社が保有する車両の中から選ぶため、納車まで2～3週間しかかかりません。また、リース会社によっては1ヶ月や3ヶ月など短期間での契約が可能なところもあります。新車のカーリースでは最低でも1年からの契約となるのが一般的なので、短期間だけ車が必要というケースにもおすすめです。
このように様々なメリットがある一方で、リース会社が保有する車両の中から選択するため、自身が希望する車種が選べない可能性があります。さらに、ある程度消耗した車両を借りるという特性上、安全面を考慮して長期契約が難しいというデメリットもあります。

					

					カーリースで失敗しないポイント｜契約年数を慎重に検討する

					カーリースを利用する際に注意すべきポイントはいくつかありますが、まず押さえておきたいのが契約年数を慎重に決めるということです。カーリースの契約期間は、3年・5年・7年などあらかじめ期間が設定されていることが多く、設定された年数の選択肢の中から利用者が選ぶという仕組みになっています。基本的に契約期間が長くなるほど月額料金が安くなりますが、ここで注意したいのがカーリースは原則として中途解約できないことです。やむを得ずに中途解約する場合は、一般的には残りの契約期間に支払うはずだった料金を一括で支払わなければなりません。当初は契約満了まで乗り続ける可能性が高いと判断したとしても、ライフスタイルの変化や引っ越しなどにより車種が合わなくなったり、車に乗る機会が減ったりする可能性は十分にあります。月額料金を抑えたいがために長期契約を結んだ結果、高額な違約金を支払うことになって後悔したというケースは少なくありません。そのため、カーリースの契約年数は安易に決めず、まずは自身のライフプランを具体的にイメージし、月額料金とのバランスも踏まえた上で慎重に決定しましょう。

					

					カーリースで失敗しないポイント｜月額料金の安さで判断しない

					カーリースで失敗しないポイントの一つに、単に月額料金の安さだけで判断しないことが挙げられます。確かに毎月の料金は最も分かりやすく重要な点ではありますが、安いから良いと決まっているわけではなく、むしろある程度のお金を出さないと良いサービスは受けられないと考えることもでき、カーリースにおいては、例えば自分が本当に乗りたいクルマを選ぶことができないといったこともあるかもしれません。そういう意味だけではなくて、仮に同じクルマのリースであったとしても会社により月額料金が違うこともあって、この場合も低額なほど良いと決まったわけではないのです。理由の一つは残価設定と返却時の実際の市場価値であり、ここに差があると期間満了時に追加料金が必要となるケースもあります。毎月は安くても最後にまとまった金額が必要になるわけで、ちょっと意地悪なからくりと言えます。また、これ以外にもボーナス月に追加料金がかかることもあります。

					

					カーリースで失敗しないポイント｜利用シーンに合った車種が借りられるリース会社を選ぶ

					カーリースは月額料金を支払う分かりやすい料金設定で、使うことができます。実際に使うときに、利用シーンに合ったサイズの車や収納スペースも広かったりと、使い勝手が良いものを選べることも必要です。取り扱っている車も事前に確認することで、カーリースを納得できる形で契約して使い始めることができます。普段の買い物で使ったり、通勤で使うなど、様々な利用の仕方がある中で、走行距離や車に荷物を入れたり、一緒に乗る人の人数など、使うときのことを考えた理想的な選び方ができることは大事です。リース会社と契約する際に、品揃えが少なく選ぶことが難しいと感じる方もいますが、新車のリース契約が可能であることなど、グレードなども選べる自由度が高いことも特徴です。リース会社によって対応が異なっているため、事前にサービス内容や柔軟性の高さを比較しながら決めていくことをおすすめします。スタッフに相談を仕手、利用シーンに合った商品を提案してもらうなど、車選びのプロがおすすめする車に乗ることもできます。

                    
                    

					カーリースで失敗しないポイント｜月間走行距離を試算しておく

					カーリースの契約では、月間走行距離の制限が設けられていることがあります。
制限の内容はリース会社やプランによって異なりますが、制限を超えてしまうと契約満了で車を返却する際に超過分の支払いが発生する可能性があります。
超過料金の相場は1kmあたり5～10円となっているため、走行距離の制限を大幅に上回ってしまうと車の返却時に高額の負担を強いられることになるので注意が必要です。
カーリースで超過料金の発生を防ぐには、契約前に自身の月間走行距離を試算して、それにマッチしたリース会社やプランを選ぶことが大切です。

なお、一般的なリース会社では、月間の走行距離を1,000kmから1,500kmほどに設定するケースが多いです。
この走行距離は、買い物などの日常使いであれば超えてしまう恐れはほとんどありませんが、毎日の通勤に使うと超えてしまう恐れがあります。
また、旅行や帰省などに車を使う可能性がある場合は、その分も含めて走行距離を試算しておきましょう。


					

					カーリースで失敗しないポイント｜中途解約規約をチェックしておく

					カーリース契約とは、月々いくらという決まった金額を支払うことで車を契約できるレンタルサービスのことです。
基本的に、３年や５年、10年と言う風に年数を取り決めてレンタルするため、人によっては購入するほうがずっとお得な場合もあります。
ですが、たとえば単身赴任で５年ほど車がないと仕事ができない地方に転勤になったなど、転勤が終わった後に車の使用を想定しない場合などにカーリースはお得です。
また、飽きっぽいから車種を変えて車に乗りたいという方にも向いていることでしょう。
契約を一度結ぶと、簡単には途中で契約を破棄できないため、今は途中解約を考えていないという方も、中途解約規約はしっかりと目を通してください。
中途解約規約の中にはどのような場合なら解約できるのか、違約金はどれくらいになるのかが盛り込まれています。
契約書というと文字が細かくて読む気がしない気持ちも分かりますが、とても重要な内容のため、事前にしっかりと目を通しましょう。


					

					カーリースで失敗しないポイント｜プランやオプションの内容を十分に確認する

					月々定額料金を支払い好きな車を選んで、自由に車に乗ることが出来るのがカーリースです。
契約期間であれば好きな時間に、行きたい場所に車を使うことが出来ます。
レンタカーやカーシェアリングとは違い年単位での契約で、自分だけの車を手に入れることが可能です。
カーリースと一括にしてもプランやオプション内容は様々で、料金にも差があります。
後悔しない為にも、事前に内容を十分に確認しておくことが重要です。
カーリースの中にもファイナンスリースとメンテナンスリースがあり、ファイナンスリースは月々の料金の中に車両の価格や登録に必要な諸費用や自動車取得税や自動車税や重量税や自賠責保険料が含まれています。
一方メンテナンスリースはファイナンスリースの内容に加えて、契約期間分の車検代や整備点検や消耗部品やオイルなどの交換などのメンテナンス費用も含まれています。
一般的に個人でカーリースを申し込む場合には、オプションの形でメンテナンスなどのサービスを付けることが多いです。


					

					カーリースで失敗しないポイント｜買取や再リースなどの契約満了後の選択肢

					カーリースで借りた車はマイカーと同じように自由に使うことができますが、所有者はリース会社なので契約が満了したら基本的には返却する必要があります。
返却後は新しい車両に乗り換えるのが一般的ですが、リース会社によっては契約満了時に買い取れたり、格安の月額料金で再リースできたりします。
また、近年は満了時に車がもらえるプランを提供しているリース会社もあるので、カーリースを利用する際は契約満了後の選択肢についてもチェックしておきましょう。
なお、一般的なカーリースでは走行距離に制限が設けられているケースが多いものの、契約満了時に車両がもらえるプランでは走行距離の制限がありません。
そのため、走行距離を気にせずに利用できるというメリットがありますが、このプランでは残価が0円に設定されるので月額料金が高くなります。
この場合、ローンを組んで車を購入した方がトータルで支払う金額が安くなる可能性があるので注意が必要です。


					

					カーリースで失敗しないポイント｜カーリースに対応した自動車保険に加入しておく

					カーリースを利用する人が増えている背景として、その方が維持費が安かったりコストがわかりやすいといったことが考えられます。
車体費用が掛からないため、圧倒的なコストダウンが可能なカーリースですが自動車保険はカーリースに対応したものに入っておく必要があります。
近年、保険会社にはこうした商品を扱うところも増えてきていますが未加入では事故が起こった時に多くの費用を自分で支払う必要が出てくるので注意が必要です。
自動車保険に加入するときには、カーリースに対応している所かどうかを確認しておくようにしましょう。
せっかく安く車に乗る事が出来ても、事故を起こして結局は損をしてしまうことは可能性としてはゼロではありません。
気を付けて運転をしていても、自分が悪くなくても相手の過失で起こることもあります。
運転をする以上、事故に巻き込まれる可能性もありますので、安心して乗るためにはしっかりとした保険に加入しておきましょう。


                    
                    

					カーリース契約中に交通事故に遭遇した場合の対処法と注意点

					カーリースは多くの利用者にとって便利なサービスですが、万が一交通事故に遭遇した場合、どのような対処をするべきかという知識は必須です。
カーリース契約をしている車両が事故に巻き込まれた場合、すぐにリース会社に連絡を取ることが重要です。
大抵のリース契約には保険が付帯しており、その詳細を確認することが事態の収束に向けての第一歩となります。
まず、事故が起きた際には安全確保を最優先に行動し、警察に連絡し事故証明を受け取ることが不可欠です。
次に、リース契約の内容を再確認し、保険の適用範囲や手続きの流れを把握することが求められます。
車が大きく損傷している場合は修理方法や費用負担についてもリース会社と相談しましょう。
交通事故後の車両状態によっては、リース契約の条件変更が生じる可能性もあるため、その点に関しても慎重に対応する必要があります。
必要に応じて契約内容の見直しや、最悪の場合のリース契約の解約条件などを再度確認し、今後の展開をリース会社と協議することが肝要です。
カーリースサービスを利用する上で、交通事故に遭遇するリスクは誰にでもあります。
したがって、事故に遭遇した際の適切な対処法と、事前の契約内容の理解が不測の事態に対処する上での重要な鍵となります。
細心の注意と適切な対策を心掛けることで、安心してカーリースサービスを享受しましょう。

					

					コスト削減の秘訣はカーリースの活用と低燃費車の選択にあり

					時代は変わり、所有することよりも賢く使うことが重視されています。
特に自動車に関しては、持つことのコストや手間が問題視されるようになりました。
そこで注目されているのがカーリースです。
カーリースは手軽に車を利用できるサービスで、初期費用を抑えつつ必要な期間だけ車を使うことができるため経済的です。
さらに、カーリースを利用する上で賢い選択肢として注目されているのが低燃費車です。
維持コストの大きな部分を占める燃料費を大幅に削減できるため、経費の削減に直結します。
また、環境への意識が高まる中、低燃費車はエコカー減税など様々な補助も受けられる場合があります。
このように、カーリースと低燃費車の組み合わせはコスト削減だけでなく、環境への配慮にもつながると言えます。
利便性と経済性を両立したカーリースのあり方を追求することは、個人はもちろん企業にとってもその経営戦略の一部となり得るでしょう。
時代のニーズに合わせた賢い車の利用法としてカーリースは今後も更なる発展が期待されます。

					

					カーリース契約後の充実したサポートの重要性について

					自動車を所有する方法としてカーリースが注目されていますが、契約時の支払いプランや車両選択だけでなく、契約後の充実したサポートがユーザーに安心をもたらします。
カーリースにおけるサポートは、定期的なメンテナンスの提供からトラブル発生時の迅速な対応まで幅広く、利用者が快適に車を利用できるようサポートするために不可欠です。
メンテナンスに関しては、専門スタッフが状況に応じた正確なサービスを提供し、もしもの事故や故障が発生した場合には、24時間365日対応のアシスタンスサービスが保証されることが多いです。
さらに、カーリースには更新時の車種変更や契約内容の見直しなど、ユーザーのライフスタイルの変化に応じたフレキシブルな対応を行うサポート体制が整っていることも魅力の一つです。
ユーザーが車の利用において直面する様々な状況にカーリース会社がどれだけ迅速かつ的確に対応できるかは、利用し続ける上で重要なポイントと言えるでしょう。
そのため、カーリースを選択する際には、契約内容だけではなく、提供されるサポート体制の質も同様に検討して選ぶことが肝心です。
カーリースを利用する際のサポートは、安心で快適なカーライフを送るために必須の要素と言えます。
賢明な選択をすることで、煩わしい手続きや予期せぬトラブルから解放され、安心して自動車を楽しむことができるのです。

					

					運転免許がない方でも可能か？カーリース契約の疑問を解消

					カーリースは自動車を持つ新たな選択肢として多くの人々の注目を集めています。
初期費用を抑えられることや、定額で維持費が明確になる利点があり、特に定期的な車の入れ替えを検討している方にとって魅力的なサービスです。
しかしながら、一部の方々にとっては「運転免許を持っていないとカーリースの契約ができないのか」という疑問が浮かびます。
実は、カーリースの契約自体に運転免許は必須ではありません。
ですが運転するためには運転免許が不可欠となるため、実際に車を使用する際には避けて通れない要件です。
もし契約者本人が運転免許を持っていない場合でも、家族など運転免許を持つ人が実際の運転を担う状況であれば、契約は可能です。
また、企業が福利厚生の一環として従業員にカーリースを提供する場合など、契約者自身が運転しない例もあります。
このようにカーリースは、運転免許の有無にかかわらず、多くのケースで利用できる柔軟性があることが分かります。
ただし、カーリース会社によっては契約条件として運転免許の提示を求めることがありますので、前もって契約条件を確認することが重要です。
契約前には細かいプランの内容を把握し、疑問点はクリアにしておくことで、安心してカーリースを利用できるでしょう。

					

					カーリースの法人向けプランは個人よりも条件が良い？

					カーリースサービスが多様化する中で、法人向けプランを選ぶメリットに注目が集まっています。
個人向けプランが提供する自由度や手軽さも魅力的ですが、法人向けではこれらに加えて経済的な利点が見込めます。
コスト削減はあらゆる企業にとって重要なテーマですが、カーリースの法人向けプランは税務上の優遇措置や、フリートマネジメントサービスを通じた運用コストの削減などが期待されます。
また、企業イメージに合わせた車両選びやロゴのデザインなど、ビジネスに最適化したカスタマイズが可能となる点も大きなメリットです。
さらには、法人向けプランならではの緊急時のサポート体制や、定期的なメンテナンスプランが整っていることも、安心してビジネスを推進できる要素といえるでしょう。
一方で、全ての企業にとって法人向けプランが最適とは限りません。
実際にはコストやビジネスの規模、運用の柔軟性などを総合的に考慮して選択することが重要です。
事業の性質や将来の展望によっては、個人向けプランの方がより利便性が高い場合もありますので、一概にどちらが優れているとは言えないのが現状です。
結局のところ、カーリースの選択はそれぞれのニーズに応じて柔軟に考えるべき問題であり、単純な比較には慎重であるべきです。
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							著者：西本完

							筆者プロフィール

							「カーリース情報ナビ」は、千葉県我孫子市在住の自動車業界に詳しいスタッフが運営するカーライフ情報サイトです。
カーリースの仕組み、利用のメリットやデメリットなど、多彩な情報を提供しています。
また、カーリースの契約方法やオプションについての情報も充実しています。
読者の皆様のカーライフをより充実させるため、日々最新情報を提供していきます。
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					カーリースに関する情報サイト

					カーリース情報ナビ

				

				
					こちらのサイトは、カーリースに向いている人はどのような人になるのか、契約方法は大きく分けるとオープンエンドとクローズドエンドの2つがあります。現在車のリースを検討されている人などは、失敗しないためのポイントを抑えておくことが大切です。なお、想定残価の価格を開示する契約方式がオープンエンド、想定残価を開示しないのがクローズドエンドなどそれぞれの意味や違い、そしてメリットおよびデメリットなどにも増えているので参考にされると良いでしょう。
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